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平成20年12月19日

社会福祉法人 日本盲人福祉委員会
サイトワールド実行委員会

実行委員長　榑松武男
『サイトワールド2008』報告書

はじめに

第3回目の開催を迎え、今回は名実ともに世界のサイトワールドとなりました。世界盲人連合（WBU）会長のマリアン・ダイアモンド氏をはじめ執行委員の皆さまを迎え、「世界の視覚障害者の動向、WBUとアジア太平洋地域の課題」をテーマに国際シンポジウムを行い、世界の視覚障害者との交流が実現しました。

今回は「サイトワールドで、ユーザーの声を直接メーカーに伝えよう」をキーワードに、双方向の交流により一層の活発化を目指しましたところ、出展者、来訪の方々それぞれに工夫を凝らされることが顕著にあり、各ブースや、セミナー会場で活発な交流が繰り広げられた『サイトワールド2008』となりました。このように、盛況で充実したサイトワールドを、今回も無事開催できましたことを、感謝とともにご報告できますこと、無上の喜びでございます。

ボランティアの皆さまには、今年も独自の準備をされ、多くの配慮をいただきました。そのお心配りに深甚なる敬意と感謝を捧げたく存じます。また、誘導案内等､不測の事故もなく開催できた陰には、本所警察署、ＪＲ・地下鉄錦糸町駅の皆さま、日本競馬会ウィンズの警備担当の皆さまの温かいご配慮がありましたことも、感謝とともにご報告いたします。

１．開催概要

名称　　　サイトワールド2008

テーマ　　　ふれてみよう！日常サポートから最先端テクノロジーまで

日時　　　平成20年11月2日(日)､3日（月･文化の日）、4日(火)　午前10時～午後5時（最終日午後4時）

会場    すみだ産業会館　サンライズホール 　

東京都墨田区江東橋3-9-10 墨田区丸井共同開発ビル8・9階 （ＪＲ錦糸町駅南口前）

入場料　　　無料

主催　　　(社会福祉法人) 日本盲人福祉委員会　サイトワールド実行委員会
共催　　　(社会福祉法人) 日本盲人会連合、(社会福祉法人)　日本盲人社会福祉施設協議会、全国盲学校長会、　(社会福祉法人) 日本点字図書館、(社会福祉法人) 日本ライトハウス、(社会福祉法人) 視覚障害者支援総合センター

後援　　　内閣府、経済産業省、厚生労働省、文部科学省、東京都、墨田区、埼玉県、日本経済新聞社、日刊工業新聞社、毎日新聞社東京社会事業団、朝日新聞厚生文化事業団、読売光と愛の事業団、日本テレビ系列愛の小鳩事業団、ＮＨＫ厚生文化事業団、財団法人テクノエイド協会、日本ロービジョン学会、財団法人日本障害者リハビリテーション協会、ライフサポート学会、ＴROＮイネーブルウェア研究会、日本電気制御機器工業会、中小企業家同友会全国協議会　（順不同）

ボランティア　　墨田区社会福祉協議会、墨田区ボランティアサークル連絡会、点訳きつつき、霊友会法友文庫点字図書館、および　有志の皆さま
２．出展団体　（8階展示会場にて展示　47法人　50音順）

㈱INBプランニング（愛知）、㈱アイプラスプラス(東京)、㈱朝倉メガネ(東京)、㈱アメディア（東京）、池野通建㈱（東京）、㈲エクストラ（静岡）、ＮＨＫ放送技術研究所（東京）、㈱ＮＴＴドコモ（東京）、㈱おんでこ（東京）、㈶共用品推進機構（東京）、ＫＧＳ㈱（埼玉）、廣済堂スピーチオ販売㈱（東京）、㈱コーポレーションパールスター（広島）、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（神奈川）、NPO法人ことばの道案内（東京）、コニカミノルタビジネスソリューション㈱（東京）、㈱サン工芸（京都）、㈲ジェイ・ティー･アール（東京）、(社福)視覚障害者支援総合センター（東京)、シナノケンシ㈱（東京）、㈱タイムズコーポレーション（兵庫）、㈱ＴＮＫ（東京）、東京カートグラフィック（東京）、東京電力㈱（東京）、ＴＯＴＯ㈱（福岡）、㈱ナイツ（東京）、日本盲人社会福祉施設協議会盲人用具部会（㈱アイフレンズ、㈱川口メタルワーク、ＪＢＳ日本福祉放送、㈱実業エージェンシー、レハ･ヴィジョン㈱）、(社福)日本点字図書館（東京）、日本アイ･ビー･エム㈱東京基礎研究所（東京）、㈱日本インシフィル（宮城）、㈱日本テレソフト（東京）、日本福祉サービス㈱（東京）、(社福)日本盲人会連合（東京）、パナソニック㈱（大阪）、㈱ラビット（東京）、BAUM Retec AG（ドイツ）、CareTec GmbH（オーストリア）、GW Micro（アメリカ）、Freedom Scientific BLV（アメリカ）、HIMS Co.,Ltd（韓国）、TOMOTEC（韓国）、ViewPlus Technology（アメリカ）
３．講演会、国際シンポジウム、ライフサポート学会、アクセシビリティ・フォーラム、セミナー等の開催

(1) 講演会：11月2日午前10時30分より　

『触覚で見る』　　　　　　　　　　　　　講　師　：　広瀬浩二郎　（国立民族学博物館 准教授）

(2) ライフサポート学会講演会：11月2日午後１時より　

ライフサポート学会　会長　斎藤之男　（東京電機大学　教授）

　　　『視覚・聴覚障害者関連の切手　－ルイ･ブライユ生誕200年を間近に迎えて－』　　

大沢秀雄　（筑波技術大学 保健科学部 保健学科 鍼灸学専攻　准教授）

　　　『視覚障害者の就労支援　－制度と支援技術の活用－』　

岡田伸一　（独立行政法人高齢･障害者雇用支援機構障害者職業総合センター 特別研究員）

　　　『高等教育における視覚障害者の情報教育と就職支援』　

隅  正雄　（筑波技術大学 健科学部 情報システム学科　教授）

　　　『ＩＴ企業における視覚障害者の就労の現状　－盲導犬とともに働く日々－』

穂刈顕一　（㈱日立情報システムズ 業務サポート本部 人財戦略部人事課）

企画　：　富田英雄　（ライフサポート学会盲ろう者バリアフリー技術研究会　委員長

東京電機大学理工学部電子・機械工学系　教授）

司会　：　坂尻正次　（ライフサポート学会盲ろう者バリアフリー技術研究会　幹事

筑波技術大学　保健科学部 情報システム学科 准教授）

(3) 国際シンポジウム：11月3日午前10時30分より

　　　『世界の視覚障害者の動向　－ WBUとアジア太平洋地域の課題』

講師　：　マリアン・ダイアモンド　（世界盲人連合 会長）

アイバン・ホ・タック・チョイ　（世界盲人連合アジア太平洋地域協議会事務局長）

モンティアン・ブンタン　（世界盲人連合執行委員）

コーディネーター　：　指田忠司　 （世界盲人連合 アジア太平洋地域協議会会長）

通訳　：　田畑美智子　（世界盲人連合アジア太平洋地域協議会執行委員）

(4) 講演会：11月3日午後1時より

『視覚障害者からの発言・・・・・使いやすさと使いにくさ』

講　師　：　和波孝禧　（バイオリニスト　点字楽譜利用連絡会 代表）

(5) サイトワールド･アクセシビリティ･フォーラム：11月4日午前10時30分より　　

コーディネーター　：　榑松武男　（ＫＧＳ㈱　代表取締役社長）

　　　『ソーシャル アクセシビリティ プロジェクトについて』

発表者　：　高木啓伸　（日本アイ・ビー・エム㈱ 東京基礎研究所）

　　　『ブライユ点字の21世紀的展開による体表点字とヘレンケラーホン（盲ろう者用電話）』

発表者　：　長谷川貞夫　（桜雲会体表点字研究プロジェクト（代表）・TRONイネーブルウェア研究会（監事）・日本点字図書館（評議員））

　　　『OCRを用いた理系触読図作成ソフト』　

発表者　：　金堀利洋　（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター　准教授）

　　　『バリアフリー上映とその取組み』

発表者　：　渥美雄一郎　（㈲コミュニケイションコア・ワークス 代表取締役）

(4)　セミナー

　①　ことばの道案内・GPSや地上波デジタル信号を用いた誘導デモンストレーション　：　11月2日午後1時より

　②　KGS・ブレイルメモとユーティリティソフトウェアの有効な活用方法の紹介　：　11月3日午前10時より

　③　シナノケンシ・プレストーク、SDカード対応小型機の紹介と体験会　：　11月3日午後1時より

　④　桜雲会・体表点字装置のB-brll(ビーブル)の紹介と体験会　：　11月4日午前10時より

　⑤　マイクロソフト・新しいOS、Windows Vistaの概要を視覚に障害ある方向けに説明　：　11月4日午後1時より

４．特別企画　ルイ･ブライユ生誕200年記念展　『点字以前 と 点字の歴史』　

広瀬浩二郎（国立民族学博物館 民族文化研究部 准教授）、 岩崎洋二（筑波大学附属視覚特別支援学校 教諭）の両先生に、ルイ･ブライユ（Louis Braille 1809年1月4日～1852年1月6日）の生誕200年を記念した特別企画展の監修をお願いし、筑波大学附属視覚特別支援学校所蔵の貴重な資料を展示しました。

「点字の考案者」として視覚障害関係者の尊敬を集めたルイ･ブライユを偲び、点字以前、点字以後の歴史を振り返り、過去から未来へ、点字のしたたかさ、しなやかさを再認識する企画となりました。

3日間で10回のギャラリーツアーを行い、広瀬先生、岩崎先生が交代で説明され、毎回予定の20人を上回る30人以上がツアーに集まりました。有意義であった、ただただ驚きであった、先生方の説明が分かりやすく勉強になった、先人の労苦と業績に感謝したい等の感想が、アンケートなどを通じて多数寄せられています。

５．会場案内設備について

点字案内板：日本で初の点字案内板を世に出した㈱サン工芸より、サイトワールド2008展示会場のレイアウトを示す「点字案内板BS-G型」の提供を受け、入場口脇に設置しました。

点字ブロック：点字ブロックのパイオニアの（財）安全交通試験研究センターの提供により、８階会場入口に「点字ブロック」を敷設しました。

音声案内システム：池野通建㈱の提供により、「音声標識ガイドシステム」の音声案内装置を、会場エレベータ付近、会場入口、トイレ付近、展示コーナー等に設置、来場者の利便に供しました。

音声案内システム：レハ･ヴィジョン㈱の提供により、「ポッチ シリーズ」の音声情報案内装置を８階９階のトイレに設置し音声案内しました。

６．開会式

11月2日午前9時45分より、会場エントランスにて、開会式を挙行、主催者より、サイトワールド実行委員会委員長 榑松武男、日本盲人福祉委員会　理事長　笹川吉彦よりご挨拶をいたし、厚生労働省 障害保健福祉部企画課 情報支援専門官　東　秀明様、墨田区長（墨田区社会福祉協議会会長） 山崎 昇様よりご祝辞をいただき、テープカットをお願いいたしました。

７．ボランティアによる誘導案内

　墨田区のボランティアの皆さまを中心に、墨田区社会福祉協議会の皆さま、霊友会法友文庫点字図書館の皆さま、有志の皆さま延べ200名の方々に、今年も支えていただきました。昨年、一昨年もお世話いただいた方々が多くおられ、案内誘導にもその経験が伝えられ、生かされていました。ボランティアの皆さんは事前に各ブースの情報を入手され、来場者の希望と各ブースの様子に合わせた案内をしていただきましたので、会場内は程の良い混雑が続いた3日間となりました。アンケートにもボランティアの案内の的確さと親切に感謝の記入が多くあり、1人でも安心して回っていただいた方は多くおられたようです。ボランティアの皆さまには感謝に堪えません。

８．首掛けカードとアンケートの実施、ヘルプカードとの兼用。

行政関係（ピンク）、教育関係（緑）、法人（団体･企業）（青）、一般（紫）の4区分で来場者の所属が分かるよう、色別のカードを用意し、首からかけていただくようにしました。また、この首掛けカードを振ったり、高く掲げることより、ヘルプカードを兼ねることといたしました。

カードの裏には、アンケートとして、下記6項目の質問を印刷いたしました。

①　何回目のご来場ですか　　　　(1)　初めて　　　　(2) 2回目　　　　(3) 3回目

②　印象に残ったイベント、テーマ、展示物などがございましたらご記入ください。　（いくつでも結構です）
③　運営について、お気づきの点ありましたらご記入ください。
④　性別　 　　　　　　男性　　　　　　　女性
⑤　年齢　　(1) 20代 および 以下　　(2) 30代　　(3) 40代  　(4) 50代　　(5) 60代以上
⑥　所属　（1）　行政関係　　(2) 教育関係　　(3)　法人(団体・企業等)　　(4) 一般
　点字での回答や、弱視用に拡大文字でのアンケート回答用紙での回答などを含め、1450通の回答がありました。

８．会場概況
ガイドブックの事前配布を出展者、事務局を通じて可能な限り実施したことや、ホームページで案内したことなどを含め、また、視覚障害者自身にとってこのようなイベントに参加する場合、目的をある程度特定されている人が多い傾向があることなどから、今回も、目的のブースや、講演会、シンポジウム、フォーラム、セミナー、特別展など、目標を明確にして来られる方が多くありました。今年も3日間を通じて、来場者の途切れることがなく、エレベータが着くと何人か必ずおられるという状況が続きました。いくつかのブースでは、体験や説明を待つ列ができましたが、会場内通路幅の入り口側をやや広くした効果は今年も生かされました。また、ボランティアの皆さんの案内がスムーズに行われたことも、場内におられる人数が多いにも関わらず、混雑感を和らげる結果となりました。

講演会、シンポジウム、フォーラム、セミナー、特別展など時間帯によって人の移動が活発になり、波が押し寄せるような人の動きもありましたが、概ね混乱もなく、運営できましたことは、来場者、出展者、ボランティアの連携もスムーズであったものと考えております。

来場者が納得できるよう説明するため、来場者用に椅子を用意した出展者が多くありました。これは、説明を聞かれている人の後ろに次の方が立たれると、遠慮されて次の方へ譲る視覚障害者が多いので、説明する方も満足できないので椅子を用意し、ゆっくり聞いていただくようにしたとのことです。何社かの出展者によると、過去2回のサイトワールドの経験からとのことでした。

来訪者は、これまで同様、全国各地からこられています。バスの駐車場の問合せや、ホテルの予約相談等、事前の問い合わせが各地より、実行委員会事務局にあり、サイトワールドが定着しつつあるとの感を深めます。なお、来場者の所在地調査をアンケートに加え、より詳しい傾向を把握できないかとの問合せが会期中に出展者などから寄せられています。

９．広報活動

これまで同様、サイトワールドの広報としては、20,000枚のチラシと2,000枚のポスターを制作し、共催団体を通じ、全国の視覚障害者関連の施設、団体、盲学校、点字図書館等に配布を行い、また、出展者からも関係団体、個人等への広報活動を実施しました。ガイドブック（墨字版）の事前配布を行うことで､サイトワールドのイベント情報の事前周知を図りました。実行委員会事務局では、点字・墨字のガイドブックの事前送付を、関連団体をはじめ、昨年から申し出のあった方々や希望者に行い、来場の便に供しました。

事務局で把握できた範囲としては、「週刊金曜日」10/24号の市民運動案内板に掲載され、日刊工業新聞11/5付けで報道されています。また、日本テレビのBS24NEWSにて、特集され放送されました。

１０．警察、駅関係

昨年、一昨年と同様、サイトワールド2008開催に先立ち、本所警察署、錦糸町駅北口・南口交番、JR錦糸町駅、地下鉄錦糸町駅、日本中央競馬会ウインズ錦糸町警備主幹の方々に、交通警備等の特段のご配慮をお願いいたしました。皆さまそれぞれ憶えておられ、好意あるご回答とともに、ご配慮のもと無事に開催できました。

１１．来場者数

会期中の来場者数　約4.500名　　　　９階会場来場者　約1,000名（※）

	　
	行政
	教育
	法人
	一般
	合計

	11月2日
	50 
	40 
	100 
	1,360 
	1,550 

	11月3日
	30 
	40 
	70 
	1,310 
	1,450 

	11月4日
	80 
	60 
	130 
	1,230 
	1,500 

	合計
	160 
	140 
	300 
	3,900 
	4,500 


	９階会場
	記念展

ツアー参加
	広瀬氏

講演会
	ライフサポート
	国際シンポ
	和波氏
講演会
	アクセシビリティ・フォーラム
	合　計

	11月2日
	120 
	120 
	100 
	　
	　
	　
	340 

	11月3日
	130 
	　
	　
	150 
	150 
	　
	430 

	11月4日
	100 
	　
	　
	　
	　
	130 
	230 

	合計
	350 
	120 
	100 
	150 
	150 
	130 
	1,000 


(※:　会議室5のセミナー参加者数、および、記念展のツアー参加以外の来場者数は含んでいません。)

１２．サイトワールド総括とアンケート

サイトワールドの特徴として、目的を持って来場される方が非常に多いことが、３回の開催を通じて明らかになりましたと申せます。これは事前に情報入手の問合せの多いことなどや、出展者の皆さんの事前PRの努力の結果かとも考えられますが、今回実施したアンケートの回答状況からも伺えます。加えて、今回は、会期前に新技術として触覚表示システムがテレビで紹介されたことや、新製品や新サービスをサイトワールドのこの時期に発表された企業が複数あることなどが、来場者の目的意識的な来訪を顕著なものにしたものと思います。アンケート集計の中間状況ではありますが、目的を達した、見たいと思っていたものを確認できた等の記載が多くありました。

キーワードとした「サイトワールドで、ユーザーの声を直接メーカーに伝えよう」の呼び掛けと相俟って、視覚障害者当事者でもある広瀬浩二郎氏の「触覚で見る」、和波孝禧氏の「視覚障害者からの発言　使いやすさと使いにくさ」をテーマとする講演会が開催され、また、「世界の視覚障害者の動向－WBUとアジア太平洋地域の課題」をテーマに世界盲人連合の会長をはじめとする役員の皆さまによる国際シンポジウムが開かれ、ライフサポート学会講演会やアクセシビリティ・フォーラムで視覚障害者を取りまくバリアフリー、アクセシビリティをテーマにいろいろな事例や取組みが紹介されたことにより、充実したサイトワールドであったとの印象を多くの方が持たれたようです。アンケートにも感想が多く記載されていました。

「ユーザーの声を直接メーカーに」ということから、出展者側も、前述のように椅子を用意して、来場者から意見をじっくり聞こうとされたり、各社独自のアンケートを取られたりしていました。サイトワールドの特質でもある、このような双方向の交流は、各ブースで今年も活発に行われたようです。アンケートにも、昨年からこんなに変わった、進歩を実感したなどとの出展者名を挙げて賛美の感想もあれば、期待の大きさを示す厳しい意見の表明もあります。アンケートは、可能な限り、これらの声をまとめたいと考え、集計してまいる予定です。

特に、行政関係の方や、教育関係の方々が、どのくらい来られているのか、知りたいという希望もあることから、今回は4区分で、識別カード（アンケートを兼ねたもの）を首からかけるようにしました。入場受付で、行政関係（ピンク）・教育関係（緑）・法人（団体･企業）（青）・一般（紫）かの区分を伺い、首からかけていただきました。このカードの使用枚数にて、来場者数のカウントもいたしました。　出展者側も出展者であることを示す共通のネームホルダを首からかけることで、来場者からの識別も容易にできるよう配慮しました。これは概ね好評であったようで、アンケートを1450通回収できたことからも伺えます。
しかし、関係者が存じ上げている行政や教育関係の方が、一般の紫色のカードをかけておられるのが目撃されました。理由を尋ねますと、今日は個人の立場で来たので一般扱いを希望したとのこと、また、受付のボランティアからも、今日は一般でといって紫色を所望する方が何人もおられたとのことでした。これらの皆さんに共通することは、サイトワールドへは公的や職業的立場で来たのではなく、個人的に関心・興味があるから来られたということでした。アンケートの集計が完了した時点では、来場者数の集計は、行政、教育、法人（団体･企業）関係が増、一般関係でその分の減が見込まれています。

例年のヘルプカード方式は、今回は「首掛けカード」を利用することにしました。カードを振っている方があり案内しましたとの連絡は、ボランティアや出展者の説明員の複数の方からありましたが、アンケートに1件、カードを振ったがなかなか声を掛けてもらえなかったとの記載がありました。会場には大勢の方がいましたが、中にはこのような方もおられたこと申し訳なく思います。次回も関係の皆さまに、なお一層の注意を払われるようお願いしてまいる所存です。

１３．設備工事

会場の小間設置、電気配線工事は、㈱ボックス・ワン、㈲坂田電気工事に委託しました。

１４．次回サイトワールドの開催について
「サイトワールド2008」実行委員会では、サイトワールドの継続開催を決定し、2009年11月1日（日）、2日（月）（平日）、3日（火）（文化の日）に、会場も同じ、すみだ産業会館サンライズホールにて開催することになりました。出展製品の準備や、各社の年間計画のためにも早く決定することが必要であることと、連年の開催を求められる声も大きいものがあり、「サイトワールド2008」開催中に、「サイトワールド2009」の出展募集を開始しています。

毎年開催されることで、新技術や新製品等が、サイトワールドに合せて発表されるケースも増えることが予想されます。なおかつ、視覚障害者を取りまく状況も、改善されるケースもあれば、後退局面に直面するケースもあるものと思われます。サイトワールドがまさにイベントとしてあるのは、このような情報を双方向で受発信することにより、サイトワールドが当初目指した、「視覚障害者向けに配慮された商品、用具、機器などの生活・就学・就労に関わるものの出展、即ち、会場に出向けば、すべてのものに触れて、試して、納得できること」を通じて、その文化向上が図られることにあります。

「サイトワールド」として蒔かれた種は芽を出し育ちつつあります。これを大きく育て、多くの実りをどのように得るか、多くの皆さまの発展的なご参加とご協力をお願いいたす次第です。
１５．実行委員会構成

実行委員長  　榑松武男 　（ＫＧＳ株式会社 代表取締役）
副実行委員長　  田中徹二 　（社会福祉法人 日本点字図書館 理事長）
事務局長 　 高橋　実 　（社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター 理事長）
実行委員  　荒川明宏 　（株式会社ラビット 代表取締役）
実〃〃〃員 　 岡村原正 　（有限会社ジェイ･ティー･アール 代表取締役）
実〃〃〃員　  清水正人 　（シナノケンシ株式会社）
実〃〃〃員   杉山欣司 　（株式会社サン工芸　代表取締役）
実〃〃〃員　  中山政義 　（池野通建株式会社　取締役事業部長）
実〃〃〃員 　 譜久島和美 　（社会福祉法人 日本盲人福祉委員会）
実〃〃〃員  　望月　優 　（株式会社アメディア 代表取締役）　　　　　　　　　　　　　　　　　([image: image1.png]50音順)
１６．連絡先

事務局： 〒167-0043 東京都杉並区上荻2-37-10 Keiビル　　社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター内

　　　　　　        　  電話： 03-5310-5051  FAX： 03-5310-5053

１７．会計報告は別紙の通り
おわりに
これまでの3回のサイトワールドで、継続的な開催を目指した準備と努力を重ねつつあります。これも、多くの方のサイトワールドに寄せられる期待が、サイトワールドに関係するすべての方々のエネルギーを引き出す好循環を生み出すことに繋がっているようです。来場者・出展者・関係者全員が主役であるサイトワールドは、また、来場者・出展者・関係者全員の財産、文化でもあります。この無形の財産を文化として育ててまいりたく思います。皆さまのご支援･ご協力の感謝いたしますとともに、今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。

以上
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